
(57)【要約】

【課題】探触子と被検物との位置合わせを、容易且つ正

確に、再現性よく実施できる超音波診断装置を提供する

。

【解決手段】生体内に超音波を送信し、前記生体内の被

検物からの反射波を受信する探触子と、前記探触子が受

信した信号に基づいて前記被検物の断層像を作成する画

像作成部と、前記断層像を表示する画像表示部とを備え

た超音波診断装置である。前記探触子は、第１の配列振

動子１および第２の配列振動子２を有し、これらの配列

振動子が、配列方向が互いに交差するように配置されて

いる。更に、前記画像作成部および前記画像表示部は、

前記第１の配列振動子が受信した信号に対応する第１の

断層像と、前記第２の配列振動子が受信した信号に対応

する第２の断層像とを作成し表示する。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
生 体 内 に 超 音 波 を 送 信 し 、 前 記 生 体 内 の 被 検 物 か ら の 反 射 波 を 受 信 す る 探 触 子 と 、 前 記 探
触 子 が 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 前 記 被 検 物 の 断 層 像 を 作 成 す る 画 像 作 成 部 と 、 前 記 断 層 像
を 表 示 す る 画 像 表 示 部 と を 備 え 、
前 記 探 触 子 が 、 振 動 子 の 配 列 方 向 が 互 い に 交 差 す る よ う に 配 置 さ れ た 第 １ の 配 列 振 動 子 お
よ び 第 ２ の 配 列 振 動 子 を 有 し 、
前 記 画 像 作 成 部 お よ び 前 記 画 像 表 示 部 が 、 前 記 第 １ の 配 列 振 動 子 が 受 信 し た 信 号 に 対 応 す
る 第 １ の 断 層 像 と 、 前 記 第 ２ の 配 列 振 動 子 が 受 信 し た 信 号 に 対 応 す る 第 ２ の 断 層 像 と を 作
成 し 、 表 示 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 画 像 表 示 部 が 、 被 検 物 の 断 層 像 と と も に 、 前 記 第 １ の 配 列 振 動 子 お よ び 前 記 第 ２ の 配
列 振 動 子 の 位 置 を 示 す ガ イ ド ラ イ ン を 表 示 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ の 配 列 振 動 子 と 前 記 第 ２ の 配 列 振 動 子 と が 重 な り 合 わ な い よ う に 配 置 さ れ て い る
請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 １ の 配 列 振 動 子 に お い て リ ニ ア 走 査 を 行 な う 請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 ２ の 配 列 振 動 子 が 、 生 体 表 面 に 対 し て 斜 め に 進 行 す る 超 音 波 を 送 受 信 す る 請 求 項 ４
に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 ２ の 配 列 振 動 子 に お い て セ ク タ 走 査 を 行 な う 請 求 項 ４ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 第 １ の 配 列 振 動 子 の 幅 が 、 前 記 第 ２ の 配 列 振 動 子 に 近 接 す る 部 分 で 小 さ く な る よ う 調
整 さ れ て い る 請 求 項 ３ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
被 検 物 が 、 血 管 内 に 存 在 す る 粥 腫 で あ る 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 配 列 振 動 子 に よ り 超 音 波 の 送 受 信 を 行 な い 、 体 内 の 情 報 を 得 る 超 音 波 診 断 装 置
に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
超 音 波 診 断 装 置 は 、 生 体 に 対 し て 超 音 波 の 送 受 信 を 行 な う こ と に よ り 、 生 体 内 の ２ 次 元 情
報 を 得 る も の で あ り 、 各 種 医 療 分 野 で 活 用 さ れ て い る 。 こ の よ う な 超 音 波 診 断 装 置 と し て
は 、 振 幅 情 報 を 用 い て 被 検 物 の 断 層 像 を 得 る Ｂ モ ー ド 表 示 装 置 、 移 動 す る 血 液 の 反 射 波 の
位 相 が 経 時 的 に 変 化 し て い く こ と を 利 用 し た ド プ ラ 血 流 計 お よ び カ ラ ー フ ロ ー 血 流 映 像 装
置 な ど が 知 ら れ て い る 。 ま た 、 近 年 で は 、 血 液 の 流 れ な ど の よ う な 比 較 的 速 い 動 き だ け で
な く 、 臓 器 の 動 き な ど の 比 較 的 緩 や か な 動 き の 情 報 を 得 る た め の 超 音 波 診 断 装 置 も 提 案 さ
れ て い る （ 例 え ば 、 特 公 平 ７ ‐ ６ ７ ４ ５ １ 号 公 報 ） 。 こ の よ う な 超 音 波 診 断 装 置 は 、 超 音
波 を 生 体 内 の 被 検 物 に 送 波 し 、 ま た 被 検 物 か ら の 反 射 波 を 受 波 す る た め の 探 触 子 を 備 え て
い る 。 図 １ ０ は 、 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 を 構 成 す る 探 触 子 の 一 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 こ
の 探 触 子 は 、 複 数 の 振 動 子 １ ０ ａ ～ １ ０ ｎ が 一 方 向 に 配 列 さ れ て な る 配 列 振 動 子 １ ０ を 備
え て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 公 平 ７ ‐ ６ ７ ４ ５ １ 号 公 報
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【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 の よ う な 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 測 定 時 に お け る 探 触 子 の 位 置 合 わ せ が
困 難 で あ る と い う 問 題 が あ っ た 。 こ の 問 題 に つ い て 、 被 検 物 が 血 管 内 の 粥 腫 で あ る 場 合 を
例 に 挙 げ て 、 図 １ １ お よ び 図 １ ２ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
図 １ １ は 、 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 の 使 用 時 に お け る 探 触 子 と 被 検 物 と の 位 置 関 係 を 示 す 模
式 図 で あ り 、 （ Ａ ） は 上 面 図 に 相 当 し 、 （ Ｂ ） は そ の Ｘ － Ｘ ’ 断 面 図 に 相 当 す る 。 図 １ ２
は 、 こ の と き の 画 面 表 示 の 一 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
測 定 時 、 探 触 子 は 、 図 １ １ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 配 列 振 動 子 １ ０ の 配 列 方 向 と 血 管 ４ の 血
流 方 向 と が 一 致 し 、 粥 腫 ５ が 配 列 振 動 子 １ ０ の 下 に 位 置 す る よ う に 配 置 さ れ る 。 こ の と き
、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 表 示 画 面 に は 、 血 管 の 断 層 像 ７ と と も に 、 配 列 振 動 子 １ ０ の 中 心
位 置 、 つ ま り 超 音 波 ビ ー ム ６ の 送 信 方 向 を 示 す ガ イ ド ラ イ ン ８ が 表 示 さ れ て い る 。 探 触 子
の 位 置 合 わ せ は 、 ガ イ ド ラ イ ン ８ が 断 層 像 ７ の 粥 腫 の 位 置 に 合 う よ う に 、 探 触 子 を 移 動 さ
せ る こ と に よ り 実 施 さ れ る 。 し か し 、 表 示 画 面 上 に お い て は ガ イ ド ラ イ ン と 粥 腫 の 位 置 と
が 合 致 し て い た と し て も 、 実 際 に は 、 図 １ １ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 血 管 の 横 断 面 方 向 （ 血
管 の 軸 中 心 方 向 に 対 し て 垂 直 方 向 ） に つ い て 配 列 振 動 子 １ ０ の 中 心 位 置 と 粥 腫 ５ の 位 置 と
が ず れ て い る 可 能 性 が あ っ た 。 こ の よ う な 位 置 ず れ が 生 じ る と 、 粥 腫 の 内 部 状 態 を 正 確 且
つ 再 現 性 よ く 測 定 す る こ と は 困 難 と な る 。 こ れ は 、 粥 腫 以 外 の 被 検 物 （ 例 え ば 、 肝 臓 内 の
腫 瘍 、 胆 嚢 内 の ポ リ ー プ な ど ） に つ い て も 同 様 に 生 じ る 問 題 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 、 探 触 子 を 被 検 物 の 位 置 に 正 確 に 、 再 現 性 よ く 位 置 合 わ せ す る こ と が で
き る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 生 体 内 に 超 音 波 を 送 信 し 、 前 記 生
体 内 の 被 検 物 か ら の 反 射 波 を 受 信 す る 探 触 子 と 、 前 記 探 触 子 が 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 前
記 被 検 物 の 断 層 像 を 作 成 す る 画 像 作 成 部 と 、 前 記 断 層 像 を 表 示 す る 画 像 表 示 部 と を 備 え 、
前 記 探 触 子 が 、 振 動 子 の 配 列 方 向 が 互 い に 交 差 す る よ う に 配 置 さ れ た 第 １ の 配 列 振 動 子 お
よ び 第 ２ の 配 列 振 動 子 を 有 し 、
前 記 画 像 作 成 部 お よ び 前 記 画 像 表 示 部 が 、 前 記 第 １ の 配 列 振 動 子 が 受 信 し た 信 号 に 対 応 す
る 第 １ の 断 層 像 と 、 前 記 第 ２ の 配 列 振 動 子 が 受 信 し た 信 号 に 対 応 す る 第 ２ の 断 層 像 と を 作
成 し 、 表 示 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
上 記 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 探 触 子 が 複 数 の 配 列 振 動 子 を 備 え 、 各 配 列 振 動 子 に 対 応
す る 複 数 の 断 層 像 が 表 示 さ れ る 。 そ の た め 、 探 触 子 と 被 検 物 と の 位 置 を 、 異 な る 複 数 の 方
向 か ら 確 認 で き る た め 、 探 触 子 の 位 置 を 、 容 易 且 つ 確 実 に 、 再 現 性 よ く 、 被 検 物 の 位 置 に
合 わ せ る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 被 検 物 に 対 応 す る 信 号 を 、 再 現 性 よ く 得 る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
前 記 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 画 像 表 示 部 が 、 被 検 物 の 断 層 像 と と も に 、 第 １ の 配 列 振
動 子 お よ び 第 ２ の 配 列 振 動 子 の 位 置 を 示 す ガ イ ド ラ イ ン を 表 示 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の
好 ま し い 例 に よ れ ば 、 断 層 像 上 に お い て 探 触 子 の 位 置 を 容 易 に 確 認 で き る た め 、 探 触 子 の
位 置 合 わ せ を 更 に 容 易 に 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 第 １ の 配 列 振 動 子 と 第 ２ の 配 列 振 動 子 と が 重 な り
合 わ な い よ う に 配 置 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 第 １ の 配 列 振 動 子 と 第 ２ の 配 列 振 動 子 と
を 交 差 さ せ る と 、 交 差 部 分 で お 互 い の 振 動 子 の 幅 を 狭 く し た り す る な ど 、 配 列 振 動 子 の 形
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状 の 変 更 が 必 要 と な る が 、 こ の よ う な 変 更 は 超 音 波 の 受 信 感 度 を 低 下 さ せ る 場 合 が あ る 。
し か し な が ら 、 こ の 好 ま し い 例 に よ れ ば そ の よ う な 問 題 を 回 避 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の 場 合 、 第 １ の 配 列 振 動 子 に つ い て は 、 リ ニ ア 走 査 を 行 な う も の と す る こ と が で き る 。
一 方 、 第 ２ の 配 列 振 動 子 は 、 生 体 表 面 に 対 し て 斜 め に 進 行 す る 超 音 波 を 送 受 信 す る も の と
す る こ と が で き る 。 ま た 、 第 ２ の 配 列 振 動 子 が 、 セ ク タ 走 査 を 行 な う も の で あ っ て も よ い
。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 第 １ の 配 列 振 動 子 の 幅 が 、 第 ２ の 配 列 振 動 子 に 近
接 す る 部 分 に お い て 小 さ く な る よ う 調 整 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
前 記 超 音 波 診 断 装 置 が 対 象 と す る 被 検 物 と し て は 、 例 え ば 、 生 体 内 の 臓 器 、 血 管 、 血 管 内
に 存 在 す る 粥 腫 な ど が 挙 げ ら れ る 。 な か で も 、 粥 腫 の 状 態 を 知 る こ と は 、 心 筋 梗 塞 、 狭 心
症 な ど の 動 脈 硬 化 症 診 断 に と っ て 重 要 で あ る が 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 は こ の 粥 腫 の 状 態 に
関 す る 情 報 を 得 る の に 適 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
以 下 、 図 面 を 用 い て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 一 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 一 例 を 示 す 構 成 図 で あ る 。 こ
の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 生 体 ３ に 対 し て 超 音 波 信 号 の 送 受 信 を 行 な う 探 触 子 １ ０ １ と 、 前 記
探 触 子 １ ０ １ に 対 し て 電 気 信 号 の 送 受 信 を 行 な う 送 受 信 部 １ ０ ２ と 、 前 記 送 受 信 部 １ ０ ２
で 受 信 さ れ た 電 気 信 号 に 基 づ い て 断 層 像 を 作 成 す る 画 像 作 成 部 １ ０ ３ と 、 前 記 画 像 作 成 部
１ ０ ３ で 作 成 さ れ た 断 層 像 を 表 示 す る 画 像 表 示 部 １ ０ ４ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
探 触 子 １ ０ １ は 、 生 体 に 対 し て 超 音 波 信 号 の 送 受 信 を 行 な う も の で あ る 。 図 ２ は 、 探 触 子
の 構 成 の 一 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 こ の 探 触 子 １ ０ １ は 、 第 １ の 配 列 振 動 子 １ お よ び 第 ２
の 配 列 振 動 子 ２ を 備 え て い る 。 第 １ の 配 列 振 動 子 １ は 複 数 の 振 動 子 １ ａ ～ １ ｎ を 含 み 、 第
２ の 配 列 振 動 子 ２ は 複 数 の 振 動 子 ２ ａ ～ ２ ｆ を 含 む 。 こ れ ら の 配 列 振 動 子 は 、 振 動 子 の 配
列 方 向 が 互 い に 交 差 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 好 ま し く は 、 配 列 振 動 子 同 士 が 互
い に 重 な り 合 わ な い よ う に 配 置 さ れ て い る 。 例 え ば 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 図 示 の よ
う に 、 第 １ の 配 列 振 動 子 １ と 第 ２ の 配 列 振 動 子 ２ と が Ｔ 字 型 を 構 成 す る よ う に 配 置 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
次 に 、 上 記 超 音 波 診 断 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま ず 、 探 触 子 １ ０ １ を 、 検 査 の 対 象 で あ る 生 体 ３ 表 面 に 接 触 さ せ る 。 送 受 信 部 １ ０ ２ か ら
電 気 信 号 （ 送 信 信 号 ） を 配 列 振 動 子 に 送 信 し 、 こ の 送 信 信 号 を 配 列 振 動 子 で 超 音 波 信 号 に
変 換 し て 、 生 体 ３ に 送 波 す る 。 生 体 ３ に 送 波 さ れ た 超 音 波 信 号 は 、 生 体 ３ 内 の 被 検 物 （ 例
え ば 、 血 管 内 の 粥 腫 な ど ） で 反 射 す る 。 こ の 反 射 波 は 配 列 振 動 子 で 受 波 さ れ 、 電 気 信 号 （
受 信 信 号 ） に 変 換 さ れ て 、 送 受 信 部 １ ０ ２ に 送 信 さ れ る 。 受 信 信 号 は 、 送 受 信 部 １ ０ ２ で
適 当 な 処 理 （ 例 え ば 、 検 波 、 増 幅 な ど ） を 受 け 、 そ の 出 力 は 画 像 作 成 部 １ ０ ３ に 入 力 さ れ
る 。 こ の よ う な 送 受 信 動 作 を 、 配 列 振 動 子 に お い て 超 音 波 を 走 査 し な が ら 繰 り 返 し 実 施 す
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
上 記 動 作 は 、 第 １ の 配 列 振 動 子 １ お よ び 第 ２ の 配 列 振 動 子 ２ に つ い て 、 そ れ ぞ れ 実 施 さ れ
る 。 こ の と き 、 超 音 波 の 走 査 方 法 は 、 第 １ の 配 列 振 動 子 １ に お い て は 、 リ ニ ア 走 査 と し 、
第 ２ の 配 列 振 動 子 ２ に お い て は 斜 め 走 査 と す る 。 こ こ で 、 「 斜 め 走 査 」 は 、 配 列 振 動 子 の
送 受 信 面 （ 生 体 表 面 に 接 す る 、 ま た は 対 向 す る 面 ） に 対 し て 斜 め に 進 行 す る 超 音 波 の 送 受
信 を 行 な う よ う な 走 査 を 意 味 す る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
続 い て 、 画 像 作 成 部 １ ０ ３ に お い て 、 第 １ の 配 列 振 動 子 １ に つ い て 得 ら れ た 受 信 信 号 に 基
づ い て 、 被 検 物 の 第 １ の 断 層 像 を 作 成 し 、 第 ２ の 配 列 振 動 子 ２ に つ い て 得 ら れ た 受 信 信 号
に 基 づ い て 、 被 検 物 の 第 ２ の 断 層 像 を 作 成 す る 。 画 像 作 成 方 法 は 、 特 に 限 定 す る も の で は
な く 、 例 え ば 、 デ ジ タ ル ス キ ャ ン コ ン バ ー ジ ョ ン 法 な ど を 採 用 す る こ と が で き る 。 そ し て
、 画 像 作 成 部 １ ０ ３ で 作 成 さ れ た 第 １ の 断 層 像 お よ び 第 ２ の 断 層 像 を 画 像 表 示 部 １ ０ ４ に
表 示 す る 。 こ の と き 、 画 像 表 示 部 １ ０ ４ に お い て は 、 被 検 物 の 断 層 像 と と も に 、 各 配 列 振
動 子 の 中 心 位 置 を 示 す ガ イ ド ラ イ ン が 表 示 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
更 に 、 画 像 表 示 部 １ ０ ４ に 表 示 さ れ た 第 １ の 断 層 像 お よ び 第 ２ の 断 層 像 に 基 づ い て 、 探 触
子 と 被 検 物 と の 位 置 合 わ せ を 行 な う 。 こ の 探 触 子 の 位 置 合 わ せ に つ い て 、 被 検 物 が 、 血 管
内 に 形 成 さ れ た 粥 腫 で あ る 場 合 を 例 に 挙 げ て 説 明 す る 。 図 ３ は 、 こ の 探 触 子 の 位 置 合 わ せ
を 行 な っ た と き の 第 １ お よ び 第 ２ の 配 列 振 動 子 と 被 検 物 と の 位 置 関 係 を 示 す 模 式 図 で あ り
、 （ Ａ ） は 上 面 図 に 相 当 し 、 （ Ｂ ） は そ の Ｉ Ｉ ‐ Ｉ Ｉ ’ 断 面 図 、 （ Ｃ ） は Ｉ － Ｉ ’ 断 面 図
に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 探 触 子 の 位 置 合 わ せ は 、 血 管 ４ が 、 第 １ の 配 列 振 動 子 １ の 直 下 に 位 置
し 、 且 つ 、 そ の 血 流 方 向 が 第 １ の 配 列 振 動 子 １ の 配 列 方 向 と 合 致 す る よ う に 行 な う 。 そ し
て 、 血 管 ４ 内 に 形 成 さ れ た 粥 腫 ５ が 、 第 １ の 配 列 振 動 子 １ の 直 下 で あ っ て 、 第 ２ の 配 列 振
動 子 ２ の 配 列 方 向 に 伸 び る 中 心 線 の 延 長 線 上 に 位 置 す る よ う に 位 置 合 わ せ す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ４ は 、 位 置 合 わ せ 後 の 画 面 表 示 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 こ の よ う に 、 上 記 超 音 波 診 断 装
置 に よ れ ば 、 第 １ の 断 層 像 ７ ａ と し て 血 管 ４ の 縦 断 面 （ 血 管 ４ の 中 心 軸 を 含 む 断 面 ） が 、
第 ２ の 断 層 像 ７ ｂ と し て 血 管 ４ の 横 断 面 （ 血 管 ４ の 中 心 軸 に 直 交 す る 断 面 ） が 表 示 さ れ 、
双 方 の 断 層 像 上 に お い て ガ イ ド ラ イ ン ８ が 粥 腫 の 位 置 に 合 わ さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 上
記 位 置 合 わ せ は 、 画 像 表 示 部 に 表 示 さ れ た ガ イ ド ラ イ ン ８ を 、 断 層 像 中 の 粥 腫 の 位 置 に 合
わ せ る こ と に よ っ て 実 施 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の よ う に 、 上 記 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 探 触 子 が 、 配 列 方 向 が 互 い に 交 差 す る よ う に
配 置 さ れ た 複 数 の 配 列 振 動 子 を 備 え て お り 、 各 配 列 振 動 子 に 対 応 す る 複 数 の 断 層 像 を 表 示
す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 探 触 子 と 被 検 物 と の 位 置 を 、 少 な く と も 二 方 向 か ら 確 認 で
き る た め 、 探 触 子 の 位 置 を 容 易 且 つ 確 実 に 被 検 物 の 位 置 に 合 わ せ る こ と が で き る 。 そ の 結
果 、 被 検 物 に 対 応 す る 信 号 を 、 再 現 性 よ く 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
特 に 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 図 ３ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ の 配 列 振 動 子 ２ に お い て
斜 め 走 査 を 行 な っ て い る 。 第 ２ の 配 列 振 動 子 を 斜 め 走 査 で は な く 、 通 常 の リ ニ ア 走 査 （ 配
列 振 動 子 の 送 受 信 面 に 対 し て 略 垂 直 に 進 行 す る 超 音 波 を 送 受 信 す る よ う な 走 査 ） と す る 場
合 、 第 ２ の 配 列 振 動 子 で 被 検 物 の 断 層 像 を 得 よ う と す る と 、 第 ２ の 配 列 振 動 子 の 直 下 に 被
検 物 が 存 在 す る 必 要 が あ る 。 よ っ て 、 こ の 場 合 、 第 １ の 配 列 振 動 子 と 第 ２ の 配 列 振 動 子 と
を 交 差 さ せ る 必 要 が あ る が 、 交 差 部 分 の 振 動 子 の 形 状 が 問 題 に な る 。 例 え ば 、 交 差 部 分 で
お 互 い の 振 動 子 の 幅 を 狭 く し た り す る と 、 そ の 部 分 で の 感 度 低 下 が お き る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ れ に 対 し て 、 第 ２ の 配 列 振 動 子 ２ で 斜 め 走 査 を 行 な う と 、 第 ２ の 配 列 振 動 子 ２ の 直 下 に
被 検 物 が 位 置 し て い な く て も 、 第 ２ の 配 列 振 動 子 ２ に よ り 被 検 物 の 断 層 像 を 得 る こ と が で
き る 。 よ っ て 、 第 １ の 配 列 振 動 子 １ と 第 ２ の 配 列 振 動 子 ２ と を 交 差 さ せ る こ と な く 、 例 え
ば Ｔ 字 型 に 配 置 す る こ と が で き る た め 、 上 記 の よ う な 感 度 低 下 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
な お 、 上 記 説 明 に お い て は 、 第 ２ の 配 列 振 動 子 ２ に お い て 斜 め 走 査 を 行 な う 場 合 を 例 示 し
た が 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 配 列 振 動 子 ２ に お い て セ ク タ 走 査 を 行 な っ て も よ い 。 上
記 と 同 様 に 、 こ の よ う な 形 態 に よ っ て も 、 第 ２ の 配 列 振 動 子 の 直 下 に 被 検 物 が 位 置 し て い
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な い 状 態 で も 、 第 ２ の 配 列 振 動 子 に よ り 被 検 物 の 断 層 像 を 得 る こ と が で き た め 、 第 １ の 配
列 振 動 子 １ と 第 ２ の 配 列 振 動 子 と を 交 差 さ せ る こ と な く 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
（ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 一 例 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 超
音 波 診 断 装 置 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 探 触 子 、 送 受 信 部 、 画 像 作 成 部 お よ び 画 像
表 示 部 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ６ は 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 探 触 子 の 構 成 の 一 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 ま た 、 図 ７ は 、
超 音 波 診 断 装 置 の 使 用 時 に お け る 前 記 探 触 子 を 示 す 模 式 図 で あ り 、 前 記 図 ６ の Ｉ Ｖ ‐ Ｉ Ｖ
’ 断 面 図 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ の 探 触 子 は 、 第 １ の 配 列 振 動 子 １ お よ び 第 ２ の 配 列 振 動 子 ２ を 備 え て い る 。 第 １ の 配 列
振 動 子 １ は 複 数 の 振 動 子 １ ａ ～ １ ｎ を 含 み 、 第 ２ の 配 列 振 動 子 ２ は 複 数 の 振 動 子 ２ ａ ～ ２
ｆ を 含 む 。 こ れ ら の 配 列 振 動 子 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 振 動 子 の 配 列 方 向 が 互 い
に 交 差 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
本 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ の 配 列 振 動 子 １ の 送 受 信 面 に 対 し て 、 第 ２ の 配 列 振 動 子 ２ の 送 受
信 面 が 傾 斜 し て い る 。 換 言 す れ ば 、 第 ２ の 配 列 振 動 子 ２ は 、 超 音 波 診 断 装 置 の 使 用 時 、 図
７ に 示 す よ う に 、 超 音 波 の 送 受 信 面 が 生 体 表 面 に 対 し て 傾 斜 す る よ う に 、 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の よ う な 配 置 は 、 図 示 の よ う に 、 第 ２ の 配 列 振 動 子 ２ を 台 座 ９ 上 に 載 置 す る こ と に よ り
実 現 す る こ と が で き る 。 こ の 台 座 ９ と し て は 、 例 え ば 、 容 器 内 に 媒 体 を 充 填 し た も の を 使
用 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 容 器 は 、 生 体 表 面 に 密 着 で き る よ う 、 柔 軟 性 を 有 し 、 生
体 表 面 の 形 状 に 応 じ て 自 在 に 変 形 可 能 で あ る こ と が 好 ま し い 。 容 器 お よ び 媒 体 を 構 成 す る
材 料 は 、 超 音 波 の 伝 達 を 妨 げ な い も の で あ れ ば 、 特 に 限 定 す る も の で は な い 。 例 え ば 、 容
器 と し て は シ リ コ ン ゴ ム 、 ウ レ タ ン ゴ ム な ど を 使 用 す る こ と が で き 、 媒 体 と し て は 水 、 含
水 性 ゼ ラ チ ン な ど を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
な お 、 上 記 超 音 波 診 断 装 置 の 動 作 に つ い て は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ る 。 但 し 、 本
実 施 の 形 態 で は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 配 列 振 動 子 ２ に お い て リ ニ ア 走 査 を 行 な う 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
上 記 超 音 波 診 断 装 置 に よ っ て も 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 探 触 子 と 被 検 物 と の 位 置 を
、 少 な く と も 二 方 向 か ら 確 認 で き る た め 、 探 触 子 の 位 置 を 容 易 且 つ 確 実 に 被 検 物 の 位 置 に
合 わ せ る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 被 検 物 に 対 応 す る 信 号 を 、 再 現 性 よ く 得 る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 前 述 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 第 ２ の 配 列 振 動 子 に お い て リ ニ ア 走 査 を 行 な
う 。 第 ２ の 配 列 振 動 子 は 、 そ の 送 受 信 面 が 生 体 表 面 に 対 し て 傾 斜 す る よ う に 配 置 さ れ て い
る 。 そ の た め 、 こ の 第 ２ の 配 列 振 動 子 で リ ニ ア 走 査 を 行 な っ た 場 合 、 生 体 表 面 に 対 し て 斜
め に 進 行 す る 超 音 波 が 送 受 信 さ れ る こ と と な る 。 よ っ て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た よ
う な 、 第 ２ の 配 列 振 動 子 で 斜 め 走 査 を 行 な っ た 場 合 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
（ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ）
次 に 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 一 例 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 超
音 波 診 断 装 置 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 探 触 子 、 送 受 信 部 、 画 像 作 成 部 お よ び 画 像
表 示 部 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ８ は 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 探 触 子 の 構 成 の 一 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 ま た 、 図 ９ は 、
超 音 波 診 断 装 置 の 使 用 時 に お け る 前 記 探 触 子 を 示 す 模 式 図 で あ り 、 前 記 図 ８ の Ｖ ‐ Ｖ ’ 断
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面 図 に 相 当 す る 。 な お 、 図 ９ の 斜 線 部 は 、 第 １ の 配 列 振 動 子 １ の 第 ２ の 配 列 振 動 子 ２ か ら
離 れ た 部 分 （ 図 ８ の 振 動 子 １ ａ ま た は １ ｎ に 相 当 す る 部 分 ） の 投 影 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
こ の 探 触 子 は 、 第 １ の 配 列 振 動 子 １ お よ び 第 ２ の 配 列 振 動 子 ２ を 備 え て い る 。 第 １ の 配 列
振 動 子 １ は 複 数 の 振 動 子 １ ａ ～ １ ｎ を 含 み 、 第 ２ の 配 列 振 動 子 ２ は 複 数 の 振 動 子 ２ ａ ～ ２
ｆ を 含 む 。 こ れ ら の 配 列 振 動 子 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 振 動 子 の 配 列 方 向 が 互 い
に 交 差 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 例 え ば 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 図 示 の よ う に 、 第
１ の 配 列 振 動 子 １ と 第 ２ の 配 列 振 動 子 ２ と が Ｔ 字 型 を 構 成 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 第 １ の 配 列 振 動 子 １ の 幅 が 、 第 ２ の 配 列 振
動 子 ２ に 近 接 す る 部 分 で 小 さ く な る よ う に 調 整 さ れ て い る 。 こ こ で 、 「 配 列 振 動 子 の 幅 」
は 、 ２ つ の 配 列 振 動 子 が つ く る 平 面 に 平 行 で 、 配 列 方 向 に 直 交 す る 方 向 に お け る 寸 法 を 意
味 す る 。 こ の 第 ２ の 配 列 振 動 子 に 近 接 す る 部 分 で の 幅 の 減 少 は 、 図 示 の よ う に 、 第 １ の 配
列 振 動 子 １ の 第 ２ の 配 列 振 動 子 ２ 側 の 端 面 を 、 第 １ の 配 列 振 動 子 １ の 幅 の 中 心 線 側 に 窪 ま
せ る こ と に よ り 、 実 現 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 第 １ の 配 列 振 動 子 １ の 前 記
端 面 は 、 第 ２ の 配 列 振 動 子 ２ に 近 接 す る 部 分 に お い て 、 例 え ば 、 １ ａ 部 分 の 幅 の ７ ０ ％ 程
度 ま で 、 好 ま し く は ７ ５ ％ 程 度 ま で 窪 ま せ る こ と が で き る 。 ま た 、 超 音 波 画 質 の 劣 化 を 防
止 す る た め 、 第 １ の 配 列 振 動 子 １ の 幅 は 、 例 え ば 中 心 周 波 数 ７ Ｍ Ｈ ｚ の 探 触 子 に お い て は
、 最 小 と な る 部 分 で も ４ ｍ ｍ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
な お 、 上 記 超 音 波 診 断 装 置 の 動 作 に つ い て は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ り 、 第 ２ の 配
列 振 動 子 ２ に お け る 超 音 波 の 走 査 は 、 斜 め 走 査 ま た は セ ク タ 走 査 に よ り 実 施 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
上 記 超 音 波 診 断 装 置 に よ っ て も 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 探 触 子 と 被 検 物 と の 位 置 を
、 少 な く と も 二 方 向 か ら 確 認 で き る た め 、 探 触 子 の 位 置 を 容 易 且 つ 確 実 に 被 検 物 の 位 置 に
合 わ せ る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 被 検 物 に 対 応 す る 信 号 を 再 現 性 よ く 得 る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ４ ３ 】
ま た 、 前 述 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ の 配 列 振 動 子 の 幅 が 、 第 ２ の 配 列 振 動 子
に 近 接 す る 部 分 で 小 さ く な っ て い る 。 そ の た め 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に
比 べ て 、 第 ２ の 配 列 振 動 子 ２ の 位 置 が 被 検 物 に 近 い 位 置 と な る 。 よ っ て 、 第 ２ の 配 列 振 動
子 を 斜 め 走 査 す る 場 合 、 生 体 表 面 に 対 す る 超 音 波 の 進 行 方 向 の 角 度 を 大 き く （ 生 体 表 面 に
対 し て 垂 直 な 方 向 に 近 く ） す る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 得 ら れ る 断 層 像 の 画 質 を 向 上 さ せ
る こ と が で き る 。 ま た 、 第 ２ の 配 列 振 動 子 で セ ク タ 走 査 を 行 な う 場 合 で も 、 超 音 波 ビ ー ム
の 偏 向 が 少 な い 範 囲 で 被 検 物 を 走 査 す る こ と が で き る た め 、 良 好 な 画 質 を 得 る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 探 触 子 が 複 数 の 配 列 振 動 子 を 備
え 、 各 配 列 振 動 子 の 受 信 信 号 に 対 応 す る 複 数 の 断 層 像 を 表 示 す る た め 、 探 触 子 と 被 検 物 と
の 位 置 を 、 異 な る 複 数 の 方 向 か ら 確 認 で き る 。 そ の た め 、 本 発 明 は 、 探 触 子 の 位 置 を 、 正
確 に 、 再 現 性 よ く 、 被 検 物 の 位 置 に 合 わ せ る こ と が で き る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と
が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 構 成 の 一 例 を 説 明 す る た め の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 を 構 成 す る 探 触 子 の 一 例 を 示 す
模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 上 記 超 音 波 診 断 装 置 の 使 用 時 に お け る 探 触 子 と 被 検 物 と の 位 置 関 係 を 示 す 模 式 図
で あ り 、 （ Ａ ） は 上 面 方 向 の 模 式 図 、 （ Ｂ ） は そ の Ｉ Ｉ ‐ Ｉ Ｉ ’ 断 面 方 向 の 模 式 図 、 （ Ｃ
） は Ｉ － Ｉ ’ 断 面 方 向 の 模 式 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 上 記 超 音 波 診 断 装 置 に お け る 画 面 表 示 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 上 記 超 音 波 診 断 装 置 の 使 用 時 に お け る 探 触 子 の 別 の 一 例 を 示 す 模 式 図 で あ り 、 図
３ （ Ａ ） の Ｉ － Ｉ ’ 断 面 方 向 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 を 構 成 す る 探 触 子 の 一 例 を 示 す
模 式 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 上 記 超 音 波 診 断 装 置 の 使 用 時 に お け る 探 触 子 と 被 検 物 と の 位 置 関 係 を 示 す 模 式 図
で あ り 、 図 ６ の Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ ’ 断 面 方 向 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 を 構 成 す る 探 触 子 の 一 例 を 示 す
模 式 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 上 記 超 音 波 診 断 装 置 の 使 用 時 に お け る 探 触 子 と 被 検 物 と の 位 置 関 係 を 示 す 模 式 図
で あ り 、 図 ８ の Ｖ － Ｖ ’ 断 面 方 向 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 を 構 成 す る 探 触 子 の 一 例 を 説 明 す る た め の 模 式 図 で あ る
。
【 図 １ １ 】 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 の 使 用 時 に お け る 探 触 子 と 被 検 物 と の 位 置 関 係 を 示 す 模
式 図 で あ り 、 （ Ａ ） は 上 面 方 向 の 模 式 図 、 （ Ｂ ） は そ の Ｘ － Ｘ ’ 断 面 方 向 の 模 式 図 で あ る
。
【 図 １ ２ 】 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 の 画 面 表 示 の 一 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 第 １ の 配 列 振 動 子
２ 　 　 　 第 ２ の 配 列 振 動 子
３ 　 　 　 生 体
４ 　 　 　 血 管
５ 　 　 　 粥 腫
６ 　 　 　 超 音 波 ビ ー ム
７ 、 ７ ａ 、 ７ ｂ 　 　 　 断 層 像
８ 　 　 　 ガ イ ド ラ イ ン
９ 　 　 　 台 座
１ ０ １ 　 　 探 触 子
１ ０ ２ 　 　 送 受 信 部
１ ０ ３ 　 　 画 像 作 成 部
１ ０ ４ 　 　 画 像 表 示 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

(10) JP 2004-147679 A 2004.5.27



フロントページの続き

Ｆターム(参考) 2G047 DB04  DB05  EA12  GA14  GB02 
　　　　 　　  4C301 BB01  BB02  BB22  EE13  GA20  GB09 
　　　　 　　  4C601 BB05  BB06  BB21  BB23  EE11  GB01  GB03  GB06 

(11) JP 2004-147679 A 2004.5.27



专利名称(译) 超声诊断设备

公开(公告)号 JP2004147679A 公开(公告)日 2004-05-27

申请号 JP2002313121 申请日 2002-10-28

申请(专利权)人(译) 松下电器产业有限公司

[标]发明人 西垣森緒
萩原尚
反中由直

发明人 西垣 森緒
萩原 尚
反中 由直

IPC分类号 G01N29/24 A61B8/00

FI分类号 A61B8/00 G01N29/24.502

F-TERM分类号 2G047/DB04 2G047/DB05 2G047/EA12 2G047/GA14 2G047/GB02 4C301/BB01 4C301/BB02 4C301
/BB22 4C301/EE13 4C301/GA20 4C301/GB09 4C601/BB05 4C601/BB06 4C601/BB21 4C601/BB23 
4C601/EE11 4C601/GB01 4C601/GB03 4C601/GB06

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种超声波诊断设备，该设备能够容易，准确且可
重复地对准探头和测试对象。 解决方案：一种探针，该探针在活体内发
送超声波并在活体内接收来自对象的反射波，并根据探针接收到的信号
对对象进行断层扫描。 以及用于显示断层图像的图像显示单元。 该探针
具有第一阵列振荡器1和第二阵列振荡器2，并且这些阵列振荡器被布置
为使得阵列方向彼此相交。 此外，图像创建单元和图像显示单元包括与
第一阵列换能器接收的信号相对应的第一断层图像和与第二阵列换能器
接收的信号相对应的第二断层图像。 创建并显示其断层图像。 [选择图]
图2

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/9e7834be-ef65-473d-b4b0-b6bd7026f368
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/032457824/publication/JP2004147679A?q=JP2004147679A

